
（令和２年７月３０日）

基本目標 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 施策事業
総合
重点

着手 備考

企業誘致の推進（立地優遇制度の見直しなど）【拡
充】

○ 1

ものづくり起業者支援事業【新規】 ○ ○ 39
商工振興事業（商工会への支援）【既存】 ○ ○ 40
中小企業振興対策事業（融資利子補給）【既存】 ○ ○ 41
プレミアム付き商品券発行事業【新規】 ○ 46

- - - -
新規就農等招致促進事業（新規就農者への支援）【拡
充】

○ ○ 33

農業生産振興事業【拡充】 ○ ○ 34
農業改良事業【既存】 ○ ○ 35

- - - -
- - - -
- - - -

福祉従事者確保維持事業（資格取得支援）【新規】 ○ 24
福祉従業者への就業定着促進事業（福祉施設（障が
い・介護、保育施設等）への就業支援（修学資金貸付
等）の検討）【新規】

× 25

- - - -
月形ブランド開発支援【新規】 ○ ○ 36
6次産業化推進事業【新規】 ○ ○ 37

- - - -
空き家・空き地バンク事業【拡充】 ○ ○ 2
地域おこし協力隊の誘致【新規】 ○ 3
宅地分譲の推進（廉価販売など）【拡充】 ○ 4
新規若者従事者への生活支援の検討（家賃等支援）
【新規】

○ 47

単身者住宅転居対策（入居制限の緩和など）【拡充】 ○ 50
住まいづくりの支援等（民間賃貸住宅等建設補助、快
適な住まいづくり建設補助、あんしん住宅補助）【地
方創生先行型】

○ ○ 51

- - - -
公共施設の利用促進（使用料の減免など）【新規】 ○ 5
グリーンツーリズム推進事業【既存】 ○ 38
元気イベント支援事業【新規】 ○ ○ 42
新たなイベントの誘致・創出 ○ 43
皆楽公園エリア再整備構想策定 ○ ○ 44
歴史のまちづくりＰＲの強化（樺戸集治監にまつわる
まちのＰＲ促進）【拡充】

○ ○ 45

- - - -
結婚サポート（婚活イベント企画など）【新規】 ○ 6
不妊治療助成【新規】 ○ 19
妊婦超音波検査助成【拡充】 ○ 20
出産に係る通院費助成【新規】 ○ 21

- - - -
学童保育所　【既存】 ○ ○ 22
子育て支援の充実【既存】 ○ 26
認定こども園の開設【新規】 ○ 27
保育料の軽減【拡充】 ○ 28

- - - -
中学生までの医療費無料化【拡充】 ○ ○ 17
小児医療機関通院経費助成【新規】 ○ 18
高校生までのインフルエンザ予防接種の無償化【拡
充】

○ ○ 23

- - - -
英語教育環境の充実【新規】 ○ ○ 52
人づくり振興事業（月形高校生への人材育成支援）
【地方創生先行型】

○ 53

スポーツ・文化団体・サークル活動の支援（青少年）
【拡充】

○ ○ 55

- - - -
- - - -

日常生活機能対策事業（乗合バス事業補助・ハイヤー
事業補助、地域内交通体系の改善）【地方創生先行
型】

○ ○ 7

ＪＲ札沼線維持事業（月形高校存続、イベント利用の
拡充、通勤・通学支援など）【拡充】

○ ○ 8

地域拠点化整備事業（バスターミナル整備など）【H30
新規】

○ ○ 57

- - - -
買物弱者対策【新規】 ○ 29
ぬくもり福祉券発行事業【新規】 ○ 30
プレミアム付き商品券発行事業【新規】 (○) (46)

- - - -
- - - -

空き家対策（老朽家屋の除去など）の推進【既存】 ○ 16
ふれあい見守り推進事業【新規】 ○ 31
高齢者世帯等屋根雪除雪費用助成事業【新規】 ○ 32
除排雪体制の充実（除雪基準の見直しなど）【拡充】 ○ ○ 48
防犯灯整備の促進（ＬＥＤ化の促進など）【拡充】 ○ 49
地域医療の確保【既存】 ○ ○ 56

- - - -
歴史のまちづくり意識の醸成（樺戸集治監にまつわる
まちのＰＲ促進）【拡充】

○ ○ 9

ふるさと活性化基金助成事業【拡充】 ○ 10
行政区活動支援事業（運営交付金）【地方創生先行
型】

○ 11

スポーツ・文化団体・サークル活動の支援【拡充】 ○ ○ 54
スポーツ・文化団体・サークル活動の支援（青少年）
【拡充】

(○) (○) (55)

- - - -
国道２７５号沿線自治体との連携事業【新規】 ○ 12
ＪＲ学園都市線沿線自治体との連携事業【新規】 ○ 13
南空知ふるさと市町村圏組合の連携事業の推進【既
存】

○ 14

北海道空知と首都圏との交流基盤創造事業の推進【加
速化交付金】

○ 15

- - - -
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■子育て支援の充実（小児医療環境）
○医療体制に対する満足度（満足、やや満
　足と回答）
　：３０％（現在２２．４％） ※

■子育て支援の充実（教育環境）
○町内高校入学者の割合
　：６０％（現在５５％）　※
○授業が楽しいと感じる生徒数
　：５年後に７０％以上 　※

■地域公共交通の確保
○公共交通利用に関する満足度（満足、やや
　満足と回答）
　：３５％ （現在２８．７％）※
○ＪＲ札沼線の存続：－

■日常生活支援の充実（買物環境）
○買物に関する満足度（不満、やや不満と
　回答）
　：３０％（現在４０．３％） ※

月形町創生総合戦略事業の基本目標及び施策目標一覧

１　地方における安定した雇用を創出する。
【１．産業を元気にして雇用を育むことにより、月形
　町に「にぎわい」を創る】

　○雇用の創出等による転出者の抑制
　　：５年間で１４人
　○新規就農による転入者の増加
　　：５年間で６人
　○上記による転入出数
　　：現在－４２０人に対し、５年間で－４００人

２　地方への新しい人の流れをつくる。
【２．移住定住と交流により新たな人の流れを生み、
　月形町を「えがお」にする】

　○町外からの移住による転入者の増加
　　：５年間で４０人
　○転入数
　　：現在６９０人に対し、５年間で７３０人

３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる。
【３．安心できる子育て環境をつくることにより、若
　い世代の「きぼう」をかなえる】

　○合計特殊出生率
　　：社人研値１．２２人に対し、５年後が１．５０人
　○出生数
　　：社人研値６３人に対し、５年間で８３人

４　時代にあった地域をつくり、安全な暮らしを守る
　とともに、地域と地域を連携する。
【４．快適で安心な暮らしを確保することにより、月
　形町で「ゆとり」を実感する】

　○各種まちづくりに関する満足度
　　：５年間で２割増加

■地域産業の強化
○新規事業所数：５ヶ年で１件
○新規創業による人口増：５ヶ年で５人

■農業の持続・発展
○新規就農実習件数：５ヶ年で３件
○新規就農者数（転入増）：５ヶ年で６人
○農業後継者確保数（転出抑制）
　：５ヶ年で３人
○新規就農相談件数：５ヶ年で１０件

■福祉関係の就労推進
○福祉関係就業者数（転出抑制）
　：５ヶ年で６人  ※

■地域ブランド化の推進
○特産品の開発：５ヶ年で２品

■移住・定住の促進
○町外からの移住：５ヶ年で１０人
○町内従業者の町外からの転入による人口増
　：５ヶ年で３０人 　※

■観光交流の推進
○イベントの来場者数：年間２０００人増
○グリーンツーリズム：年間３００人

■日常生活支援の充実（安全・安心なくらし）
○地域の見守りサポーターの増加
　：５ヶ年で１０人増
○独居高齢者の孤立死 ０人
○雪対策の状況に関する町民の満足度
　：４０％（現在３２．６％） ※

■ふるさとづくりの促進
○地域コミュニティの醸成に関する満足度
（満足、やや満足と回答）
　：２５％（現在２１．１％） ※

■広域的な地域づくりの推進
○広域連携事業数：１事業以上

■結婚・出産の支援
○婚姻数 現状より年２組増加

■子育て支援の充実
○乳幼児健診受診率：１００％
○子育て支援センター利用者数
　：５ヶ年で現状より２割増

資料２



（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

1

企業誘致の推進（立地優遇制度の見
直しなど）【拡充】

○新規事業所数　5ヶ年で1件
○新規創業による人口増　5ヶ年で5人

■H29[拡充]
　H30ホーマックニコット出店に係る
　土地の無料使用賃貸借契約締結
■H30[新規]
　ホーマックニコット出店
【実績】
　H30　1件
　R01　0件

・ものづくり支援事業等の支援制度の周知
　を図っていくとともに、制度拡充の検討
　を進めていく。

企画振興課 商工観光係

2

空き家・空き地バンク事業【拡充】 ○町外からの移住　5ヶ年で10人
○町内従業者の町外からの転入による
人口増　5ヶ年で30人

○ ■H28[拡充]
◎空き家・空き地バンク
・登録対象の拡大
　空き家→空き家・空き地
■H29[拡充]
◎全国版空き家・空き地バンク
・国土交通省の同サイトに掲載
　※希望者のみ
【実績】
・町HP新規登録件数
　H27　2件(建物2件)
　H28　3件(建物3件)
　H29　4件(建物3件、土地1件)
　H30　4件(建物2件、土地2件)
　R01　4件(建物4件)

・更なる制度の活用に向け、周知に努める。
　Ｒ２より固定資産税納税通知書に本制度
　概要を同封する。

企画振興課 企画係

3

地域おこし協力隊の誘致【新規】 ○町外からの移住　5ヶ年で10人
○町内従業者の町外からの転入による
人口増　5ヶ年で30人

■H28[新規]
・観光振興1名採用
■H29[拡充]
・地域振興1名採用
■H30[拡充]
・農業支援員1名採用
■R01[拡充]
（採用）
　観光振興(観光協会)  1名
　農業支援員　　　　　1名
　樺戸博物館(学芸員)  1名
【実績】
・採用数
　H28　1名
　H29　1名
　H30　1名
　R01　3名

・特別交付税の交付要件に該当しない者は
　採用しない方針とする。
・新たな地域おこし協力隊の募集を継続し
　職種（業務）拡大を進めていく。
○Ｒ２
・農業支援員２名採用予定
・「地域おこし協力隊起業等支援補助金」
　を創設
　※　町内で起業する場合の経費(設備費、
　　登記経費など)について、100万円を上
　　限に補助
　※　特別交付税対象

企画振興課 企画係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

4

宅地分譲の推進（廉価販売など）
【拡充】

○町外からの移住　5ヶ年で10人
○町内従業者の町外からの転入による
人口増　5ヶ年で30人

■H30[新規]
・廉価販売の実施
　北陽団地　2区画
　坪 約23,000円→10,000円
　※分譲開始が早く、販売率の低い
　　分譲地を対象
■R01[継続]
・廉価販売の継続
【実績】
（販売数）
　H27　0区画
　H28　0区画
　H29　2区画(白陽団地、林間住宅)
　H30　2区画(白陽団地、北陽団地)
　　　 うち廉価販売：北陽団地1区画
　R01　0区画
※ふるさと市町村圏組合、北海道移
　住促進協議会と連携した取り組み
　を実施

・恒久的な廉価販売で販売促進されない場
　合、分譲地の価値やイメージの低下が懸
　念されるため、廉価販売を一時休止する。
・農林建設課の住宅補助制度と合わせた制
　度設計を検討するなど、一体的にＰＲし
　ていく。

企画振興課 企画係

5

公共施設の利用促進（使用料の減免
など）【新規】

○イベントの来場者数　年間2,000人増
○グリーンツーリズム　年間300人

■H29[新規]
◎樺戸博物館無料開放
　※商工観光係所管
・道民みんなの日
　【実績】1日 110名
・物故者追悼記念
　【実績】1日  92名
■H30[継続]
◎樺戸博物館無料開放
　※商工観光係所管
・道民みんなの日
　【実績】1日 110名
・物故者追悼記念
　【実績】1日 178名
・夏休み特別企画
　小中学生及び家族
　【実績】
　　7/22-8/26
 　　小中学生6名、一般6名

・新たなイベントの開催、使用料の見直し
　等を引き続き関係各課と検討する。

企画振興課 企画係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

■R01[継続]
◎樺戸博物館無料開放
　※商工観光係所管
・道民みんなの日
　【実績】1日 81名
・物故者追悼記念
　【実績】1日 95名
・夏休み特別企画
　小中学生及び家族
　【実績】
　　7/24-8/25
 　　小中学生9名、一般6名

結婚サポート（婚活イベント企画な
ど）【新規】

○婚姻数　現状より年2組増加 ■H28[新規]
◎婚活サポート事業
・出会いのきっかけづくりを目的に
　開催
■H29[拡充]
・交際を目的に開催
■H30[継続]
・交流を目的に開催
■R01[休止]
・ＪＡ、商工会などこれまで参加し
　た事業所を中心に組織し企画を
　行った。
・参加者の意見や感想を踏まえ、出
　会いのきっかけ、交際（婚活）、
　交流と形を変えながら実施した。
　アンケート等から一定の成果は伺
　えるものの、相手を求めているよ
　うに見られるという参加への抵抗
　感や一時的なイベントで終わって
　しまうという難しい状況もある。
・本来の目的である結婚サポートに
　は、自然な形の出会いや周囲の見
　守りを求めている人も多い。この
　ような状況から本事業については
　一旦休止とする。

・今後は、他の町主催行事への参加呼びか
　け拡大などにより、同じ目的の中で自然
　な出会いや継続的な交流が図られよう二
　次的な効果を期待したい。

企画振興課 企画係

【実績】
・参加者数
　H28　2回　延72名
　H29　1回　延23名
　H30　2回　延58名

6
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

7

日常生活機能対策事業（乗合バス事
業補助・ハイヤー事業補助、地域内
交通体系の改善）【地方創生先行
型】

○公共交通利用に関する満足度（満
足、やや満足と回答）35％（現在
28.7％）

○ ■H29[新規]
◎地域公共交通活性化協議会
・町内の公共交通のあり方を検討す
　るため設置
・H30地域公共交通網形成計画の策定
　に向けた協議
■H30[継続]
◎地域公共交通活性化協議会
・町内の公共交通のあり方を検討す
　るため協議し、地域公共交通網形
　成計画をＲ１に策定予定
・北海道から職員の派遣を受け公共
　交通の業務を実施
■R01[継続]
◎地域公共交通活性化協議会
・札沼線代替バス運営協議会
・地域公共交通網形成計画の策定
・北海道の職員の派遣を受け代替バス
　運行、デマンド交通に向けた業務を
　実施

・Ｒ２の４月より代替バスを運行
　利便性を考慮したダイヤ見直し及び今後
　の代替バスのあり方を地域公共交通活性
　化協議会等で検討していく。
・交通空白区域の解消のため、予約システ
　ムの導入など利用しやすいデマンド交通
　の運行を検討していく。
・路線バス等の利用促進のため、スクール
　バスの住民混乗の必要性を検討していく。
・旧石狩月形駅舎を待合所として整備し、
　一時的な公共交通の接続拠点とする。

企画振興課 地域振興係

ＪＲ札沼線維持事業（月形高校存
続、イベント利用の拡充、通勤・通
学支援など）【拡充】

○公共交通利用に関する満足度（満
足、やや満足と回答）　35％（現在
28.7％）

○ ■H28[新規]
◎利用促進ポスターの作成
・春季版、秋季版の２種類
◎利用促進イベントの実施
・子ども交流事業
　【実績】
　　園児 2回 86名(3町)
　　小学生 49名(2町)
・夏まつり連携事業(クーポン券配付)
　【実績】30名
・秘境駅ツアー
　【実績】38名
・歴史ツアー（前町長博物館解説）
　【実績】5回 38名
■H29[新規・継続]
◎札沼線沿線４町まちづくり検討会議
・意見交換会から検討会議へ改組
◎利用促進イベントの実施
・子ども交流事業
　【実績】2回 39名
・夏まつり連携事業(クーポン券配付)
　【実績】  8名
・商工会青年部主催事業
　(札沼線沿線マルシェin商工まつり)
　【実績】200名(うちJR利用者7名)
・秘境駅ツアー
　【実績】 15名
◎ふるさと納税の使途に追加
・「地域公共交通」を使途に追加

・ＪＲ札沼線は廃止となったが、代替バ
　スの運行などにより、利用者の足を確
　保するとともに、より利便性の高い公
　共交通の確立を目指していく。

企画振興課 地域振興係

8
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

■H30[新規・継続]
◎札沼線沿線４町まちづくり検討会議
　12/20ＪＲ札沼線廃止に同意
◎利用促進イベントの実施
・子ども交流事業
　【実績】2回 35名
・社会福祉協議会事業(あずまし茶屋)
　【実績】1回 35名
・石狩月形駅イベント
　※地域おこし協力隊
　物販・ＰＲ・募金
　【実績】7回
・札沼線湯巡りスタンプラリー
　※札沼泉ネットワーク主催
　当別町:4か所、月形町:1か所、
　浦臼:1カ所、新十津川1か所

■R01[新規・継続]
◎イベントの実施
・札沼線湯巡りスタンプラリー
　※札沼泉ネットワーク
　当別町:4か所、月形町:1か所、
　浦臼:1カ所、新十津川1か所
・エキアカリ
　※地域おこし協力隊実施
　４町合同企画
　アイスキャンドル設置及びＰＲ
・ＪＲ札沼線沿線４町ラストラン啓発
　沿線４町の観光協会が連携
　啓発用のマグネット、のぼり、日除
　け幕を製作
　※マグネット、のぼり
　　町内の協力事業所で掲出
　※日除け幕
　　ＪＲ札幌駅構内展示ブースに掲出
・札沼線記念入場券キャンペーン事業
　ＪＲ北海道主催
　沿線４町＋桑園駅の記念入場券販売
　沿線４町の対象飲食店等で買い物し
　た方にオリジナルクリアファイルを
　プレゼント
・ボランティアセンターまつり「札沼
　線の歴史と新十津川までのミニ旅
　行」(10.18開催)
　月形町社会福祉協議会主催
　貸切列車運行、模型・写真展示など
　参加者：約80名
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

歴史のまちづくり意識の醸成（樺戸
集治監にまつわるまちのＰＲ促進）
【拡充】

地域コミュニティの醸成に関する満足
度（満足、やや満足と回答）　25％
（現在21.1％）

○ ■H28[新規]
◎ＪＲ札沼線利用者を対象に歴史ガ
　イドツアーを実施
【実績】
・参加者
　H28　5回 38名
■H29[新規]
◎国道275号線歴史街道バスツアー
　（月形・浦臼・新十津川）
・民間事業者主催
　町長がバスガイドを実施
【実績】3回 94名
◎ボランティアセンターまつり
　２０１７
・社会福祉協議会主催
　「月形の昔について」をテーマに
　パネルディスカッションを実施
【実績】120名
◎樺戸博物館無料開放
・道民みんなの日
　【実績】1日 110名
・物故者追悼記念
　【実績】1日  92名
■H30[新規・継続]
◎「炭鉄港」日本遺産申請
・1/8日本遺産に申請(5/20認定)
　『本邦国策を北海道に観よ！～北
　の産業革命「炭鉄港」～』

・北海道遺産、日本遺産の認定を通じ、観
　光や交流人口の増加など地域の活性化を
　目指す。
・町民向けのＰＲ活動を検討していく。
　（学習会、博物館町民開放、ポケット資
　　料作成など）

企画振興課 地域振興係

・樺戸集治監を含む４５か所の構
　成文化財を認定申請
◎北海道遺産認定
　11/1「北海道の集治監」として
　認定（樺戸・空知・釧路・網走
　・十勝）
◎北海道遺産バスツアー
　(集治監５監を巡るツアー)
　・民間事業者主催
　【実績】29名
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

◎「まちもの語り」バスツアー
　（月形・当別）
　・ＪＲ北海道主催
　・博物館、杉林、霊園
　・前町長が解説
　【実績】2回 31名
◎ボランティアセンターまつり
　２０１８
・社会福祉協議会主催
　「月形の昔について」をテーマに
　講話や中学生ＣＭ動画を実施
【実績】130名

◎樺戸博物館無料開放
・道民みんなの日
　【実績】1日 110名
・物故者追悼記念
　【実績】1日 178名
・夏休み特別企画
　小中学生及び家族
　【実績】
　　7/22-8/26
 　　小中学生6名、一般6名

■R01[新規・継続]
◎「炭鉄港」日本遺産認定
・5/20日本遺産に認定
　『本邦国策を北海道に観よ！～北
　の産業革命「炭鉄港」～』
・樺戸集治監を含む４５か所の構
　成文化財を認定申請
◎歴史探訪バスツアー（国道275号線
　の歴史街道バスツアー）
・町長バスガイド
・民間事業者主催(ｼｲｰﾋﾞｰﾂｱｰｽﾞ)
【実績】 1回：17名
◎「まちもの語り」バスツアー
　（月形・当別）
・ＪＲ北海道主催
・博物館、杉林、霊園
・前町長が解説
【実績】 2回：25名（JR)
◎山紫水明号で行く札沼線への旅
　（札幌～月形）
・ＪＲ北海道主催
・樺戸博物館、囚人墓地、頭首工、
　月形大橋
【実績】 1回：72名
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

◎樺戸博物館無料開放
・道民みんなの日
　【実績】1日 81名
・物故者追悼記念
　【実績】1日 95名
・夏休み特別企画
　小中学生及び家族
　【実績】
　　7/24-8/25
 　　小中学生9名、一般6名

10

ふるさと活性化基金助成事業【拡
充】

地域コミュニティの醸成に関する満足
度（満足、やや満足と回答）　25％
（現在21.1％）

■H28[拡充]
◎月形町ふるさと活性化事業補助金
・補助率改正
　1/2→3/4
【実績】
・申請件数
　H27　1件
　H28　6件
　H29　4件
　H30　1件
　R01　0件

・まちの活性化につながるよう更なる制度
　活用に向け、周知に努めていく。

企画振興課 地域振興係

11

行政区活動支援事業（運営交付金）
【地方創生先行型】

地域コミュニティの醸成に関する満足
度（満足、やや満足と回答）　25％
（現在21.1％）

■H30[拡充]
・補助内容の変更
　ごみ収集効率化促進事業
　→防災・ごみ収集効率化促進事業
　　※訓練・講習会実施を支援
【実績】
・対象数
　H27　14行政区
　H28　14行政区
　H29　13行政区(1行政区統合)
　H30　13行政区
　R01　13行政区
※交付金の交付を通じた行政区活動
　がコミュニティ醸成の一助になっ
　ていると考えられる。

・今後も行政区活動支援交付金を継続して
　いく。
・Ｒ２中に、Ｒ３に向けた活動支援交付金
　算定基準の見直しを行う。
　※３年に１回

企画振興課 企画係

12

国道２７５号沿線自治体との連携事
業【新規】

広域連携事業数　1事業以上 ■H29[新規]
◎国道275号線歴史街道バスツアー
　（月形・浦臼・新十津川）
・民間事業者主催
　町長がバスガイドを実施
【実績】3回 94名
※H30震災により中止

・国道275号沿線自治体と歩調を合わせ連
　携していく。

企画振興課 企画係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

ＪＲ学園都市線沿線自治体との連携
事業【新規】

広域連携事業数　1事業以上 ■H28[新規]
◎ＪＲ利用促進ポスターの作成
・浦臼町、新十津川町と共同で作成
◎利用促進イベントの実施
・子ども交流事業
【実績】
　園児　2回 86名(3町)
　小学生　49名(2町)
■H29[新規・継続]
◎利用促進イベントの実施
・子ども交流事業
　【実績】2回 39名
・ＪＲ利用促進バスツアー(沿線４
　町)※町長がバスガイド
　民間事業者主催
　【実績】2回 66名
・札沼線沿線マルシェin商工まつり
　（沿線４町）
　商工会主催
　【実績】200名
◎利用促進イベントの周知連携
・つきがた夏まつり
　（新十津川町）
・石狩月形駅と秘境豊ヶ岡駅の旅
　（新十津川町）

・ＪＲ札沼線は廃止となったが、今まで
　の取り組みを通じ、今後も連携を検討
　していく。

企画振興課 企画係

■H30[新規・継続]
◎イベントの実施
・子ども交流事業
　【実績】2回 35名
・札沼線湯巡りスタンプラリー
　※札沼泉ネットワーク
　当別町:4か所、月形町:1か所、
　浦臼:1カ所、新十津川1か所
・ＪＲ札沼線沿線４町観光物産フェア
　北海道庁赤レンガでＰＲ及び物販を
　実施
・エキアカリ
　※地域おこし協力隊実施
　４町合同企画
　アイスキャンドル設置及びＰＲ

13
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

■R01[新規・継続]
◎イベントの実施
・札沼線湯巡りスタンプラリー
　※札沼泉ネットワーク
　当別町:4か所、月形町:1か所、
　浦臼:1カ所、新十津川1か所
・エキアカリ
　※地域おこし協力隊実施
　４町合同企画
　アイスキャンドル設置及びＰＲ
・ＪＲ札沼線沿線４町ラストラン啓発
　沿線４町の観光協会が連携
　啓発用のマグネット、のぼり、日除
　け幕を製作
　※マグネット、のぼり
　　町内の協力事業所で掲出
　※日除け幕
　　ＪＲ札幌駅構内展示ブースに掲出
・札沼線記念入場券キャンペーン事業
　ＪＲ北海道主催
　沿線４町＋桑園駅の記念入場券販売
　沿線４町の対象飲食店等で買い物し
　た方にオリジナルクリアファイルを
　プレゼント

14

南空知ふるさと市町村圏組合の連携
事業の推進【既存】

広域連携事業数　1事業以上 ■[既存]
◎南空知ふるさと市町村圏組合事業
　４市５町で連携した事業を実施
【実績】
　H27　 9事業
　H28　10事業
　H29　 8事業
　H30　 6事業
　R01　 6事業

・ふるさと市町村圏組合の構成市町と歩
　調を合わせて進めていく。

企画振興課 企画係

15

北海道空知と首都圏との交流基盤創
造事業の推進【加速化交付金】

広域連携事業数　1事業以上 ■H28[新規]
◎北海道空知地域創生協議会
・北海道が主催で設立
・空知地域の知名度向上のための事業
　を実施
　そらち・デ・ビューフェア、
　ＪＯＩＮ移住・交流＆地域おこし
　フェアほか
　※R01までの負担金は南空知ふるさと
　　市町村圏組合で負担

・Ｒ２以降も規模を縮小して継続する。
　構成市町と連携して取り組みを進める。

企画振興課 企画係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

16

空き家対策（老朽家屋の除去など）
の推進【既存】

－ ■H28[既存]
・空き家家屋台帳の整備
・危険家屋については助言指導や勧告
　を実施
【実績】
・空き家に係る措置
　H29 解体助言 1件
　　　除却補助10件
  H30 落雪連絡 2件
      除却補助 1件
　R01 なし

・改善が進まず、危険な場合は町で代執行
　することもやむを得ない。
・補助制度を活用して除却解体等を促して
　いく。

総務課 危機管理係

17

中学生までの医療費無料化【拡充】 医療体制に対する満足度　30％ ○ ■H27[拡充]
◎乳幼児等医療費助成事業
　小学生まで→中学生まで
【実績】
・受給者
　H27　257人
　H28　279人
　H29　244人
  H30　233人
　R01  217人

・乳幼児等医療機関通院交通費助成との
　相乗効果で医療体制の満足度が向上す
　ることを期待する。
・Ｒ２から助成対象を高校生まで拡充す
　ることにより更なる医療体制の満足度
　の向上を期待する。

住民課 戸籍保険係

18

小児医療機関通院経費助成【新規】 医療体制に対する満足度　30％ ■H29[新規]
◎乳幼児等小児科医療機関通院交通費
　助成事業
【実績】
・助成回数
　H29　685回
　H30　601回
　R01  723回

・Ｒ２から対象診療科の拡大をすること
　で更なる医療体制の満足度の向上を期
　待する。
・制度改正の周知徹底に努める。
・今後も子育て世代のニーズに応える事
　業となるよう継続していく。

住民課 戸籍保険係

19

不妊治療助成【新規】 婚姻数　現状より年2組増加 ■H28[新規]
◎一般不妊治療費助成事業
【実績】
・申請者
　H28　3名(出産1名、妊娠0名)
　H29　4名(出産1名、妊娠3名)
　H30　3名(出産1名、妊娠0名)
　R01  2名(出産0名、妊娠2名）
■H30[新規]
◎特定不妊治療費助成事業
【実績】
・申請者
　H30　1名(出産0名、妊娠0名)
　R01  2名(出産0名、妊娠0名）

・申請者の状況にあまり変化はなく、年度
　によって結果に差が生じる。
・妊娠後、町外に転出してしまう場合もあ
　る。
・この事業は婚姻後の対策であり、直接Ｋ
　ＰＩに影響する事業ではないが、「出産
　や育児を望む」方の支援策として継続す
　る。

保健福祉課 保健係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

20

妊婦超音波検査助成【拡充】 婚姻数　現状より年2組増加 ■H28[拡充]
◎妊娠超音波検査助成
　助成回数　６回→８回
【実績】
・申請者
　H28　 4名
　H29　13名
　H30　17名
　R01  13名
■R01[拡充]
・産後健診助成の拡充
　産後１か月まで　１回→２回

・この事業は婚姻後の対策であり、直接Ｋ
　ＰＩに影響する事業ではない。
・妊婦が安心して出産を迎えるためには胎
　児の健康状態の把握が不可欠であり、規
　定回数以上の検査は自己負担となること
　から、子どもを持とうとする経済的支援
　としては有効であるが、他市町村の状況
　(最低6回の助成をしている自治体が多
　い）から定住化としては効率性が低い。
・結婚、出産の支援策として引き続き進め
　ていく。

保健福祉課 保健係

21

出産に係る通院費助成【新規】 婚姻数　現状より年2組増加 ■H29[新規]
◎妊婦健康診査通院等支援事業
【実績】
・申請者
　H29　19名
　H30　11名
　R01　10名（出産後100％届出あり）
■R01[拡充]
◎妊婦健康診査通院等支援事業
　産婦健診交通費助成

・他事業との相乗効果で婚姻数が増加する
　ことを期待する。

保健福祉課 保健係

22

学童保育所　【既存】 乳幼児健診受診率　100％
子育て支援センター利用者数　5ケ年で
現状より2割増

○ ■H27[改善]
◎有資格者の支援員を配置
【実績】
・利用者
　H28　40名
　H29　38名、一時保育11名
　H30　26名、一時保育12名
　R01　29名、一時保育14名
※一時保育利用要件を規定したこと
　により長期休暇時、短期間就労の
　利用者が増加

・直接ＫＰＩに影響する事業ではないが、
　子育て支援の充実策として引き続き進め
　ていく。
・支援員の待遇・確保が課題となっている
　ので、改善を検討する。

保健福祉課 保健係
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令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

23

高校生までのインフルエンザ予防接
種の無償化【拡充】

医療体制に対する満足度　30％ ○ ■H28[拡充]
◎インフルエンザワクチン接種費用
　助成事業
　13歳未満@1,000円助成
　→高校生まで全額助成
【実績】
・接種率
　H28　0-13歳　　　53.99%
　　　 13-高校生　 32.33%
　H29　0-13歳　　　47.98%
　　　 13-高校生 　36.10%
　H30　0-13歳　　　41.10%
　　　 13-高校生　 26.30%
　R01  0-13歳　　　45.80%
　　　 13-高校生　 35.20%
※H29は、ワクチン供給不足
※H30は、町立病院の接種時期の遅れ
　もあり、接種率が低下
※高校生以下の接種率の向上には表
　れていない。

・子育て支援の充実策として引き続き進め
　ていく。
・小児科医療機関が町内にないことに不安
　を感じる保護者が多く、子育て支援策と
　して実施を継続する。
・町立病院での接種は、ワクチン供給量の
　影響を受けやすく、接種時期が遅くなっ
　ているが、事前予約なしに接種できるよ
　うになり、H30年に比べて接種率も増加し
　ている。今後も接種率の維持向上のため、
　引き続き助成事業について周知していく。

保健福祉課 保健係

24

福祉従事者確保維持事業（資格取得
支援の検討）【新規】

福祉関係就業による人口増　5ヶ年で6
人

■H29[新規]
◎福祉施設等就労定着資格取得支援助
　成事業
【実績】
・申請者
　H29　6名
　　　（福祉分野資格4名、運輸分野
　　　　資格2名）
  H30　4名
　　　（福祉分野資格2名、運輸分野
　　　　資格2名）
　R01　2名
　　　（福祉分野資格1名、運輸分野
　　　　資格1名）

・資格取得によって町内福祉施設の人材不
　足解消を図るとともに、町内での就労・
　定住に繋がるよう進めていく。
・Ｒ２より福祉施設等就労定着支援事業を
　実施し、人材確保及び定住促進を図る。
（対象）
　町内の老人福祉施設、障害者支援施設、
　児童福祉施設などの人材確保に要する
　経費等
（補助率）
　補助率：1/2以内
　上限額：50万円

保健福祉課 地域福祉係

25

福祉従業者への就業定着促進事業
（福祉施設（障がい・介護、保育施
設等）への就業支援（修学資金貸付
等）の検討）【新規】

福祉関係就業による人口増　5ヶ年で6
人

見送り ・福祉施設等就労定着資格取得支援助成事
　業の充実を図っていくこととし、実施を
　見送る。
・福祉関係施設等の人材確保に向けた施策
　を検討すべく福祉施設等と連携を図る。

保健福祉課 地域福祉係
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（令和２年７月２７日）
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令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

26

子育て支援の充実【既存】 子育て支援センター利用者数　5ヶ年で
現状より2割増

■H28[既存]
◎子育て支援センター
　こども園を利用していない子どもの
　遊びの場、保護者の情報交換の場
【実績】
・利用者
　H27　546人
　H28　431人
　H29　143人
  H30  269人
　R01　819人
　※こども園を利用

・今後のセンターの活動について、今まで
　の事業のほかに他市町村の取り組みを参
　考に新しい取り組みを計画し、町内の子
  育て世帯のニーズにあった事業を適宜実
　施していく。
・広報やホームページ、ハンドブックによ
　り子育て世帯へ事業を周知する。

保健福祉課 地域福祉係

27

認定こども園の開設【新規】 子育て支援センター利用者数　5ヶ年で
現状より2割増

■H28[新規]
◎認定こども園「花の里こども園」
　定員80名
・区分
　1号認定 3～5歳児 幼稚園部分
　2号認定 3～5歳児 保育部分
　3号認定 0～2歳児 保育部分
【実績】
・利用者
　H28　1号認定　23人
　　　 2号認定　30人
　　 　3号認定　26人
　　　 計　　　 79人
　H29　1号認定　17人
　　　 2号認定　32人
　　 　3号認定　30人
　　　 計　　　 79人
　H30  1号認定　21人
　　　 2号認定　30人
　　 　3号認定　25人
　　　 計　　　 76人
　R01  1号認定　11人
　　　 2号認定　30人
　　 　3号認定　27人
　　　 計　　　 68人
※保護者の就労事情によって保育内
　容が変わっても同じ施設で、子ど
　もの保育環境の変化が少ない。保
　護者同士の交流も深まり、成果は
　上がっている。

・保育ニーズに応えるよう充実を図って
　いく。

保健福祉課 地域福祉係
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令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

28

保育料の軽減【拡充】 － ■H27[拡充]
◎利用料を国の基準より3割減に設定
■H29[拡充]
◎多子世帯保育料減額
◎ひとり親世帯の保育料減額を検討
■R01[新規]
◎保育料の無償化
　国の制度により1・2号認定の保育料
　無償化
◎給食費の無償化（国の制度対象外）
　町の制度により1・2号認定の給食費
　無償化

・Ｒ２より３号認定保育料・給食費の無
　償化を検討
　※町内に住民登録のある方
　※保育料等完全無償化の取組み（一時保
　　育等除く）。

保健福祉課 地域福祉係

29

買物弱者対策の検討【新規】 買い物に関する不満足度　　30％以下 ■H28[新規]
◎高齢者等生活支援協議会を設立
　※法定義務
■H29[新規]
◎生活応援フェアを開催
　町内で買えない物を中心に品揃え
■R01[終了]
◎生活応援フェアを終了
　ホーマックニコット開店により買
　物環境が改善したため
【実績】
・開催回数
　H29　2回(2日間/回)
　H30　2回(2日間/回)
　R01　実施なし
・利用者
　H29　229人
　H30　247人
　R01　実施なし

・ホーマックニコットの開店により「町
　内で買えない物を買えるようにする」
　という目標は達成されたと考え、生活
　応援フェアの開催は終了した。
　生活支援協議会の活動は「交流の場づ
　くり」にシフトしたが、高齢者支援担
　当部署として、買い物に行くための交
　通整備等に関しては、関係部署・機関
　への協力・連携を継続していく。

保健福祉課 高齢者支援
係

15 / 26 ページ



（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

30

ぬくもり福祉券発行事業【新規】 － ■H27[新規]
◎ぬくもり福祉券交付事業
■R01[拡充]
・使用用途を拡充
　福祉施設店舗での使用も可能
　（萌木、ゆづき、こむ木、マンマ
　ルーナ）
※本券があるから温泉に行く人もお
　り健康増進にも寄与している。
【実績】
・交付率
　H27　73.6%
　H28　73.8%
　H29　68.9%
  H30　79.9%
　R01　84.1%
・利用率
　H27　78.9%
　H28　77.3%
　H29　75.9%
  H30  72.2%
　R01  87.2%
・利用目的(R01)
　ハイヤー・福祉有償運送　39.4%
　温泉　　　　　　　　　　20.5%
　配食・除雪　　　　　　　 0.9%
　福祉施設店舗　　　　　　39.2%

・Ｒ２まで本制度内容で実施する。
・Ｒ１から福祉施設店舗での商品の
　購入に使用できるようにしたところ、
　交付率、利用率ともに前年度を大きく
　上回った。
　今後も使用範囲の拡充を含め、高齢者
　の健康増進、外出支援につながる制度
　としていきたい。
・町内公共交通の運賃の支払いに使用で
　きるよう検討する。

保健福祉課 高齢者支援
係

31

ふれあい見守り推進事業【新規】 地域の見守りサポーターの増加　5年で
10人増
独居高齢者の孤立死　0人

■H27[新規]
◎ふれあい見守り推進事業
【実績】
・見守りサポーター
　H27　12人
　H28　14人
　H29　11人
　H30　12人
　R01　11人
・孤立死
　H27　 0人
　H28　 0人
　H29　 0人
　H30　 0人
　R01   0人
※見守りサポーターは社会福祉協議
　会を中心に、育成に努めているが、
　増加していない。

・今後も毎月担当者会議を開催するなどし
　て対象者の状況把握に努めていく。
・引き続き、社会福祉協議会と連携し事業
　を推進していく。
・見守りサポーターを育成し、全ての地域
　に配置できるようにしたい。
・社会福祉協議会と行政区へ訪問を行い、
　地域の高齢者の状況を確認し、新規見守
　り対象者の把握に努める。

保健福祉課 高齢者支援
係
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32

高齢者世帯等屋根雪除雪費用助成事
業【新規】

雪対策の状況に関する町民の満足度
40.3％⇒40％

■H28[新規]
◎屋根雪除雪費用助成事業
■H29[拡充]
◎補助単価を増額
　15,000円/回→20,000円/回
【実績】
・利用件数
　H28　0件
　H29　5件
　H30　1件
　R01　0件

・高齢者世帯等の経済的支援及び生活の安
　全確保のため、引き続き実施していく。
・事業内容の広報掲載、ＩＰ告知、各会議
　での周知により事業の浸透を図る。ま
　た、スピーディな対応を行うことで屋根
　雪除雪への不安を解消し実用性の高い事
　業とする。

保健福祉課 高齢者支援
係

33

新規就農等招致促進事業（新規就農
者への支援）【拡充】

新規就農実習件数 5ヶ年で3件
新規就農者数(転入増) 5ヶ年で6人
農業後継者確保数(転出抑制) 5ヶ年で3人
新規就農相談件数 5ヶ年で10件

○ ■H29[検討]
◎新規就農等招致促進事業
■H30[拡充]
・圃場等の整備
・地域おこし協力隊の受入
・支援制度の拡充
　農業施設機械補助、住宅購入改築
　補助、単身者の受入、UIターン就
　農者
■R01[拡充]
・地域おこし協力隊の受入（就農）
・支援制度の拡充（住宅家賃補助）
・年齢要件の拡充（45歳未満→50歳
　未満）
【実績】
・新規就農実習
　H27　 0件
　H28　 1件
　H29　 0件
　H30　 1件
　R01　 0件
・新規就農
　H27　 0件
　H28　 1件(2名)
　H29　 0件
　H30　 0件
　R01　 0件

・ＪＡと役割分担しながら進めていく。 農林建設課 農政係
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・農業後継者
　H27　 3人
　H28　 4人
　H29　 3人
　H30　 1人
  R01　 0人
・新規就農相談
　H27　15件
　H28　 3件
　H29　15件
　H30　 8件
　R01　 5件

34

農業生産振興事業【拡充】 － ○ ■H28[拡充]
◎農業振興事業補助金
・地域特産品生産振興事業
　施設園芸作物の生産施設等の整備に
　対する補助
【実績】
・補助団体
　H28　4団体
　H29　4団体
　H30　4団体
  R01　1団体

・新たな特産品の開発、ブランド化、６次
　産業化、省力化に繋がる制度を検討する。

農林建設課 農政係

35

農業改良事業【既存】 － ○ ■H28[拡充]
◎農業改良協会
　補助の拡充
・農業生産事業[拡充]
　ケイ酸資材の助成を新設
・農業推進事業[継続]
　堆肥の助成を継続
【実績】
（助成数）
　H28　ケイ酸81件、堆肥57件
　H29　ケイ酸74件、堆肥57件
　H30　ケイ酸84件、堆肥55件
　R01　ケイ酸66件、堆肥52件

・Ｒ3も助成の継続について検討する。
　また、循環型クリーン農業推進事業（
　堆肥助成）に係る費用は、全て町が負
　担しているため、費用負担のあり方に
　ついても併せて検討する。

農林建設課 農政係

36

月形ブランド開発支援【新規】 特産品の開発　5ヶ年で2品 ○ ■H29[新規]
◎月形町農産物ブランド化推進事業
【実績】
　H29　0件
　H30　0件
  R01　1件

・生産者の所得向上に向け、農産物の高付
　加価値化（ブランド化）を目指し、新品
　目の開発、既存作物の高付加価値化を
　図っていく。

農林建設課 農政係
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令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

37

6次産業化推進事業【新規】 特産品の開発　5ヶ年で2品 ○ ■H29[新規]
◎月形町６次産業化推進事業
【実績】
　H29　0件
　H30　0件
  R01　1件

・ブランド開発支援と併せて6次産業化を進
　めていく。

農林建設課 農政係

38

グリーンツーリズム推進事業【既
存】

グリーンツーリズム　年間300人 ■H27[既存]
◎つきがたグリーンツーリズム運営
　協議会
・道内外の高校生を受入し農業体験
　を実施
【実績】
（受入数）
　H27　179名
　H28　144名
　H29　152名
　H30  105名
　R01　 40名

・受入農家の減少等、年々運営が難しく
　なってきている。

農林建設課 農政係

39

ものづくり起業者支援事業【新規】 新規事業所数　5ヶ年で1件
新規創業による人口増　5ヶ年で5人

○ ■H27[新設]
◎月形町中小企業者等支援事業
・起業者等支援事業
・ものづくり支援事業
・ひとづくり支援事業
■H28[拡充]
・起業者等支援事業
　店舗新増改築の補助を追加
【実績】
　H27　0件
　H28　0件
　H29　0件
　H30　0件
  R01  0件

・制度活用に向け、周知に努めていく。
・起業の枠を拡充し、事業承継について
　の支援を検討する。

企画振興課 商工観光係

40

商工振興事業（商工会への支援） 新規事業所数　5ヶ年で1件
新規創業による人口増　5ヶ年で5人

○ ■H27[継続]
◎月形商工会への補助
・従来補助を継続

・今後も継続していく。 企画振興課 商工観光係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

41

中小企業振興対策事業（融資利子補
給）

新規事業所数　5ヶ年で1件
新規創業による人口増　5ヶ年で5人

○ ■H27[継続]
◎月形町中小企業振興融資
・従来補助を継続
【実績】
　H27 4事業所
　H28 4事業所
　H29 7事業所
　H30 7事業所
　R01 4事業所
◎月形町中小企業者等資金融資特別
　利子補給
・従来補助を継続
【実績】
　H27 22事業所
　H28 19事業所
　H29 21事業所
　H30 17事業所
　R01 12事業所

・今後も継続していく。 企画振興課 商工観光係

42

元気イベント支援事業【新規】 イベント来場者数　年間2,000人増 ○ ■H27[継続]
◎イベント実行委員会への補助
・夏まつりの実施
・従来補助を継続
【実績】
（来場者）
　H27　14,129人
　H28　14,515人
　H29　11,612人
　H30　17,614人
　R01  11,700人
※交流人口の増加は見込めるが、天
　候に左右される。

・イベントの内容を見直し、より魅力あ
　る地域の特色を生かしたイベントの開
　催となるよう検討を進めていく。

企画振興課 商工観光係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

43

新たなイベントの誘致・創出 イベント来場者数　年間2,000人増 ■H27[新規]
◎クリスマスイベント
・H28は、地域おこし協力隊が主体的
　に実施
【実績】
（来場者）
　H27　129人
　H28　 42人
　H29　100人
　H30   60人
　R01　 80人
■H28[新規]
◎商工新そばまつり
・商工会主催
【実績】
（来場者）
　H28　450人
■H29[新規]
◎札沼線沿線マルシェin商工まつり
・商工会主催
【実績】
（来場者）
　H29　200人
◎皆楽公園冬まつり
【実績】
（来場者）
　H29　200人
　H30　400人
　R01　400人

・商工会や地域おこし協力隊等と協議し
　ながら、イベント開発を検討してい
　く。
・観光協会との連携

企画振興課 商工観光係

44

皆楽公園エリア再整備構想策定 イベント来場者数　年間2,000人増 ○ ■H28[新規]
◎観光まちづくり構想を策定
・目指すべき方向
　観光入込数の目標設定、皆楽公園
　エリアの活用、樺戸博物館を拠点
　とした史跡観光、効果的な観光情
　報の発信、観光消費の拡大
■H29[新規]
◎観光まちづくりプラン策定
　観光まちづくり構想の行動計画
■H30[新規]
◎皆楽公園等周辺施設整備検討業務
　今後の皆楽公園等周辺施設整備の
　検討に向けた調査及びコンセプト
　など
■R01[新規]
・地域拠点施設整備等審議会を設置
　「地域拠点施設及び皆楽公園等の
　整備方針」について諮問・答申

・観光まちづくり構想、観光まちづくりプ
　ラン及び皆楽公園等周辺施設整備検討業
　務を踏まえ、一体感のある観光まちづく
　りを行う。
・審議会の答申を踏まえ、皆楽公園エリア
　全体の再整備、あり方について方向性を
　決定する。

企画振興課 商工観光係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

45

歴史のまちづくりＰＲの強化（樺戸
集治監にまつわるまちのＰＲ促進）
【拡充】

－ ○ ■H28[新規]
◎樺戸道路のモニターツアーを実施
・美唄市主体
・月形町・浦臼町を巡る町長バスツ
　アーを実施
【実績】30名
■H29[新規]
◎歴史探訪バスツアー（国道275号線
　の歴史街道バスツアー）
・町長バスガイド
・民間事業者主催(ｼｲｰﾋﾞｰﾂｱｰｽﾞ)
【実績】
　H29　2回：54名
  R01  1回：17名
■H30[新規]
◎「まちもの語り」バスツアー
　（月形・当別）
・ＪＲ北海道主催
・博物館、杉林、霊園
・前町長が解説
【実績】
　H30　2回：31名（JR)
　R01　2回：25名（JR)

・北海道遺産及び日本遺産の登録を受け、
　ＰＲグッズの製作、樺戸博物館の資料
　展示リニューアルを検討する。
・民間事業者との連携

企画振興課 商工観光係

■R01[新規]
◎山紫水明号で行く札沼線への旅
　（札幌～月形）
・ＪＲ北海道主催
・樺戸博物館、囚人墓地、頭首工、
　月形大橋
【実績】 1回：72名

46

プレミアム付き商品券発行事業【新
規】

新規創業による人口増　5ヶ年で5人 ■H27[継続]
◎プレミアム付き商品券発行事業
・従来事業を継続
【実績】
　H29 @10,000円×3,000セット
　H30 @10,000円×3,000セット
　R01 @10,000円×3,000セット

・今後も継続していく。 企画振興課 商工観光係

47

新規若者従事者への生活支援の検討
（家賃等支援）【新規】

町外からの移住　5ヶ年で10人 ■H30[新規]
◎月形町若者就業促進家賃補助金
・30歳未満の方に月額5,000円の商品
　券を36か月を限度に交付
【実績】
　H30　4件
　R01 11件

・事業評価を実施し、今後の支援のあり
　方や、より実効性のある支援制度につ
　いて検討する。

企画振興課 商工観光係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

48

除排雪体制の充実（除雪基準の見直
しなど）【拡充】

雪対策の状況に関する町民の満足度
40％（現在32.6％）

○ ■H28[拡充]
◎除雪出動基準の拡充
・降雪10～15cmで出動
・道路パトロール等の強化
・道路拡幅及び排雪の強化

・不足する除雪従事者の負担軽減を図り
　ながら効率的な除排雪を行い、きめ細
　やかな除雪に努めていく。

農林建設課 土木管理係

49

防犯灯整備の促進（ＬＥＤ化の促進
など）【拡充】

－ ■H28[拡充]
◎月形町街路灯補助金
・補助率の改定
　1/2以内→2/3以内
【実績】
・防犯灯設置数
　H27　 13基
　H28　100基
　H29   30基
　H30   51基
  R01   46基

・設置費を行政区等負担とし電気料を補
　助することにすると行政区等の負担が
　増えるため、当面現行どおりとする。

農林建設課 土木管理係

50

単身者住宅転居対策（入居制限の緩
和など）【拡充】

○町外からの移住　5ヶ年で10人
○町内従業者の町外からの転入による
人口増　5ヶ年で30人

■H29[拡充]
◎月形町営住宅特定公共賃貸住宅
　（こすもす団地）
・入居資格の緩和
　39歳未満→45歳未満
【実績】
・対象者(39歳以上で45歳未満)
　H29　1名(既町内在住者)
　H30　2名（既町内在住者）
　R01　1名（転入者）

・Ｈ29に入居制限を緩和しており、その
　後の状況を検証していく。
・39歳到達者はＲ１に１名、Ｒ２に２名
　で、今後も同水準で推移するため、事
　業の継続が必要

農林建設課 住宅建築係

住まいづくりの支援等（民間賃貸住
宅等建設補助、快適な住まいづくり
建設補助、あんしん住宅補助）【地
方創生先行型】

○町外からの移住　5ヶ年で10人
○町内従業者の町外からの転入による
人口増　5ヶ年で30人

○ ■H29[拡充]
◎月形町快適な住まいづくり住宅補
　助要綱
・購入住宅(中古住宅)に係る補助金
　額の改定
　300,000円→500,000円
・新築者へ商品券交付
　@30,000円/世帯員
◎月形町あんしん住宅補助要綱
・補助率の改定
　1/5→3/10
◎月形町民間賃貸住宅等建設及びリ
　フォーム補助
・リフォーム補助を新設
　補助率　3/10

・Ｒ２より新築報償品の見直しを行うとと
　もに各施策を継続していく。
（見直内容）
　世帯員：30,000円/名
　　　　→中学生以下：100,000円/名

農林建設課 住宅建築係
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

【実績】
・新築
　H29　6件（うち転入1件(3人)）
　H30　4件（うち転入2件(5人)）
　R01　5件（うち転入1件(1人))
・新築商品券交付
　H29　23人（うち転入3人）
　H30　13人（うち転入5人）
　R01　12人（うち転入1人）
・購入住宅（中古住宅）
　H29　5件
　H30　5件（うち転入1件4人）
  R01　6件
・あんしん住宅リフォーム
　H29　11件
　H30 　8件
　R01  15件
・民間賃貸住宅建設及びリフォーム
　H29　外装1棟、内装1棟12戸
　H30　建設1棟6戸
　R01　なし

52

英語教育環境の充実【新規】 ○授業が楽しいと感じる生徒数　5年後
に70％以上

○ ■H28[新規・拡充]
◎こども園にALTを派遣(新規)
・幼児期から英語にふれ合う機会を
　設ける。
・月１回実施
◎実用英語技能検定の助成率改定
・中学校
　準２級、２級
　補助率　1/2→全額
・高校
　２級
　補助率　1/2→全額
【実績】
　H28 59名
　H29 49名
  H30 40名
　R01 37名
■H29[新規]
◎小学校へ非常勤講師を派遣
・人数　１名
・回数　週２回程度

・今後も英語にふれ合う機会を設けてい
　く。

教育委員会 学務係

51
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（令和２年７月２７日）

NO 事業名 関連重要業績評価指標（ＫＰＩ)
総合
重点

令和元年度までの評価等 今後の方向性等 担当課 係

令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

53

人づくり振興事業（月形高校生への
人材育成支援）【地方創生先行型】

○町内高校入学者の割合　60％ ○ ■H28[拡充]
◎人づくり振興事業
○進学模擬試験受験料の助成率改定
・１・２年生
　半額→２回まで全額助成
・３年生
　半額→３回まで全額助成
○資格取得試験の助成率改定
　半額→全額又は半額
・公務員模試等
・珠算・電卓模試等
・英検・介護初任者
○進学奨励事業及び専修学校等奨励
　事業を新設
・大学　　　500,000円
・短大　　　300,000円
・専門学校　200,000円(福祉・医療)
【実績】
・町内高校入学者の割合
　H27　22%( 4/18人)
　H28　44%(14/32人)
　H29　39%( 7/18人)
  H30　54%( 7/13人)
　R01　40%( 6/15人)

・町内高校入学者の割合を高めるよう制
　度の活用に向けたＰＲを行う。

教育委員会 学務係

54

スポーツ・文化団体・サークル活動
の支援【拡充】

－ ○ ■H28[拡充]
◎社会体育振興事業・芸術文化振興
　事業
・補助率改定
　1/2→3/4
・対象者の拡大
　スポーツ活動→スポーツ活動、文
　化・芸術活動
【実績】
・申請件数
　H27　9件
　H28　6件(うち文化0件)
　H29　7件(うち文化1件)
  H30  6件(うち文化0件)
  R01  1件(うち文化0件)

・制度活用に向け、町広報誌等に掲載し
　周知に努めていく。

教育委員会 社会教育係
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令和２年度　創生総合戦略推進状況一覧

55

スポーツ・文化団体・サークル活動
の支援（青少年）【拡充】

－ ○ ■H28[拡充]
◎青少年健全育成基金
・補助率改定
　1/2→3/4
【実績】
・申請者
　H27　2件
　H28　3件
　H29　2件
　H30  3件
　R01  3件

・制度活用に向け、町広報誌等に掲載し
　周知に努めていく。

教育委員会 社会教育係

56

地域医療の確保【既存】 － ○ ■H28[既存]
・外来診療を院外薬局とした。
※医療スタッフの確保が難しく、一
　般会計からの繰入も多額になって
　いる。

・患者の減少や医師の確保等、町立病院の
　課題は多い。今後の町立病院のあり方に
　ついて、状況に応じ随時検討していく。
・医療専門職の確保が難しいことから、へき
　地診療所として社会医療法人等による指
　定管理者制度を活用した地域医療体制へ
　の移行を検討する。

町立病院

57

地域拠点化整備【新規】 ○公共交通利用に関する満足度（満
足、やや満足と回答）35％（現在
28.7％）

○ ■H30
◎月形町地域拠点化整備事業
・地域拠点化整備基本構想を策定
　交通や生活の拠点となる施設整備
　等について、基本構想を策定
※ＪＲ札沼線の廃止に伴い代替バス
　を浦臼町から当別町まで運行する。
※本町には、バスターミナルがない
　ため、先の代替バスの新規運行に
　あたり、次の既存バス等との接続
　のため、バスターミナルが必要と
　なる。
　岩見沢～月形　北海道中央バス
　新篠津～月形　ニューしのつバス
　町内循環　　　スクールバス(3台)
※バスターミナル機能と併せて観光
　や生活など今後のまちづくりに必
　要な施設機能についても検討する。
■R01
◎月形町地域拠点施設整備等審議会
　開催 8回
・住民説明会
　開催 2回
・月形町地域拠点施設整備等の諮問
　・答申

・Ｒ１の審議会の答申に基づき、まち全
　体のグランドデザインと皆楽公園再整
　備も含めて協議していく。

企画振興課 地域振興係
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